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特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

活気ある若手集団
産
学
官
で
強
い
連
携
体
制

個
性
的
企
業
訪
問
経
営
方
針
刺
激
に

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
新
興
国
台
頭
・
海
外
シ
フ
ト
加
速

東京・多摩、新潟と合同イベント開く

２
０
１
０
年
に

代

が
中
心
と
な
っ
て
設

立
し
た

　
静
岡
県
掛
川
市
と
、
そ
の
近
隣

市
町
の
若
手
経
営
者
や
後
継
者
で

組
織
す
る
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

相
良
貴
史
会
長

相
良
製
作
所

社
長

は
、
２
０
１
０
年

月

日
に
設
立
し
た
。
会
員
の
平
均
年

齢
は
約

歳
。

人
が
参
加
し
、

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
活
動
が
自

慢
だ
。
３
年
に
満
た
な
い
活
動
期

間
な
が
ら
、
そ
の
存
在
感
は
し
っ

か
り
と
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

■
　設
立
の
経
緯

　

年
６
月
に
高
田
直
由
樹
中
遠

熱
処
理
技
研
社
長
と
、
後
に
掛
川

産
業
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
と
な
る
５

人
が
集
ま
り
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
設

立
に
向
け
た
検
討
を
始
め
た
。
高

田
社
長
を
含
む
役
員
は
こ
れ
ま
で

地
元
の
異
業
種
交
流
会
な
ど
に
参

加
し
、
多
く
の
場
で
良
く
顔
を
合

わ
せ
て
い
た
。

　
し
か
し
互
い
の
企
業
に
関
し

て
、
意
外
に
知
ら
な
い
点
が
多
か

っ
た
。
そ
し
て
産
業
人
ク
ラ
ブ
な

ら
互
い
が
も
っ
と
良
く
理
解
で

き
、
実
業
に
生
か
す
上
で
役
立
つ

人
脈
づ
く
り
や
情
報
交
換
、
さ
ら

に
は
協
業
な
ど
、
よ

り
深
化
さ
せ
た
活
動

が
で
き
る
と
意
見
が

一
致
し
た
。

　
以
後
、
毎
月
の
よ

う
に
会
合
を
重
ね
、

ど
の
よ
う
な
組
織
に

す
る
か
を
討
議
。
組

織
と
し
て
ま
と
ま
る

ま
で
、
し
ば
ら
く
は

地
域
を
限
定
す
る
こ

と
や
、
会
員
は
同
じ

製
造
業
で
同
世
代
を

中
心
と
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら

れ
た
。

　
定
年
制
も
導
入
し
た
。
掛
川
産

業
人
ク
ラ
ブ
は
会
員
が

歳
と
な

っ
た
年
度
末
を
も
っ
て
卒
業
す
る

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
若
い
世
代

が
遠
慮
な
く
発
言
し
、
各
自
が
や

り
た
い
こ
と
を
思
い
切
り
で
き
る

場
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
だ
。

　
９
月
に
は
設
立
説
明
会
を
実
施

し
た
。
や
る
気
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

で
構
成
し
た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
員
が
２
、
３
人
に
声
を
か
け
、

掛
川
市
周
辺
の
牧
之
原
市
や
菊
川

市
な
ど
か
ら
も
参
加
者
が
集
ま
っ

た
。

　
結
果
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
掛

川
産
業
人
ク
ラ
ブ
参
加
へ
の
賛
同

が
得
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会

で
は
設
立
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
勉
強
し
た
い
こ

と
や
、
希
望
す
る
活
動
内
容
な
ど

が
各
自
か
ら
数
多
く
語
ら
れ
る
な

ど
意
欲
的
だ
っ
た
。

■
　活
動
ス
タ
ー
ト

　

月
に
は
設
立
総
会
を
開
い

た
。
初
代
会
長
に
は
、
榛
葉
貴
博

榛
葉
鉄
工
所
社
長
を
選
出
。
「
激

動
の
時
代
に
誕
生
し
た
掛
川
産
業

人
ク
ラ
ブ
は
会
員
各
社
に
と
っ
て

大
き
な
役
目
と
期
待
を
担
っ
て
い

る
」

榛
葉
社
長

と
決
意
と
抱

負
を
語
っ
た
。
来
賓
に
は
松
井
三

郎
掛
川
市
長
や
伊
東
幸
宏
静
岡
大

学
学
長
、
荒
木
信
幸
静
岡
理
工
科

大
学
学
長
を
迎
え
、
産
学
官
の
強

い
連
携
体
制
が
整
っ
た
。

　
活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
海

外
・
国
内
の
企
業
視
察
、
技
術
や

財
務
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
要
望
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
ら

案
件
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
取
り
組

み
や
す
い
も
の
を
と
始
め
た
の
が

企
業
視
察
だ
。

　
視
察
は
会
員
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
、
参
考
に
で
き
る
個
性
的
な
中

小
企
業
を
中
心
と
し
て
い
る
。
初

め
て
の
訪
問
先
企
業
は
、
工
作
機

械
や
航
空
機
の
部
品
加
工
を
手
が

け
る
テ
ク
ニ
ア

名
古
屋
市
中
川

区

。
ク
ラ
ブ
会
員
と
同
世
代
の

社
長
の
下
、
会
社
が
夢
に
向
か
っ

て
一
丸
と
な
っ
て
突
き
進
む
姿

や
、
独
自
の
技
能
伝
承
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
会
員
た
ち
は
大
い
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
。

　
金
属
加
工
を
中
心
と
す
る
齋
藤

工
業

愛
知
県
武
豊
町

で
は
、

高
度
な
職
人
技
を
駆
使
し
た
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
、

チ
タ
ン
、
イ
ン
コ
ネ
ル
な
ど
の
加

工
技
術
に
圧
倒
さ
れ
た
。
参
加
し

た
会
員
は
「
当
社
の
５
年
先
を
行

っ
て
い
る
」
と
驚
き
を
隠
さ
な
か

っ
た
。

　
ま
た
樹
脂
の
化
粧
品
や
文
具
の

容
器
を
生
産
す
る
本
多
プ
ラ
ス

同
新
城
市

で
は
、
こ
れ
ま
で

の
ブ
ロ
ー
成
形
を
主
体
に
、
企

画
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の

提
案
で
業
態
を
大
い
に
広
げ
大
躍

進
す
る
姿
に
「
嫉
妬
し
た
」
と
会

員
も
語
る
ほ
ど
。
そ
の
考
え
方
や

経
営
方
針
に
刺
激
を
受
け
て
い

た
。
さ
ら
に
会
員
企
業
同
士
の
工

場
見
学
も
実
施
し
て
い
る
。
独
自

技
術
や
製
造
現
場
の
工
夫
な
ど

「
ま
さ
に
灯
台
も
と
暗
し
」
だ
と

評
判
は
高
い
。

■
　地
域
間
交
流

　
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
誕
生
の
約

１
カ
月
前
に
、
東
京
・
多
摩
地
域

で
「
多
摩
産
業
人
ク
ラ
ブ
」
が
設

立
さ
れ
た
。
同
時
期
に
同
世
代
の

経
営
者
が
設
立
し
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
交
流
が
始
ま
っ
た
。

　

年
２
月
に
多
摩
、
新
潟
産
業

人
ク
ラ
ブ
が
掛
川
を
訪
れ
、

年

６
月
に
は
「
若
手
経
営
者
ｉ
ｎ
多

摩
」
と
し
て
多
摩
、
掛
川
、
新
潟

の
３
産
業
人
ク
ラ
ブ
が

集
結
し
た
。
多
摩
の
会

員
４
社
を
見
学
し
、
ス

ズ
キ
や
ヤ
マ
ハ
発
動
機

の
企
業
城
下
町
と
い
え

る
掛
川
市
を
含
む
静
岡

県
西
部
地
区
と
の
違
い

や
「
多
摩
の
会
員
の
高

い
技
術
力
、
経
営
手
腕

な
ど
が
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
建
設
機
械
関
連
企
業
が
数
多
く

存
在
す
る
石
川
県
と
の
交
流
も
活

発
。
業
種
の
違
い
か
ら
数
多
く
学

ぶ
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

始
ま
っ
た
の
が
「
石
川
県
鉄
工
機

電
協
会
青
年
部
会
」
と
の
交
流

だ
。

　

、

年
と
同
青
年
部
会
の
企

業
訪
問
や
、
同
協
会
が
主
催
す
る

機
械
工
業
見
本
市
金
沢

Ｍ
Ｅ
Ｘ

金
沢

を
見
学
。

年
の
同
展
示

会
の
青
年
部
会
ブ
ー
ス
に
掛
川
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ナ
ー

写

真

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
交
流

の
輪
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

年

３
月
に
は
、
同
青
年
部
会
が
掛
川

を
訪
れ
る
予
定
だ
。

■
　新
体
制
へ

　

年
４
月
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
相
良
貴
史
相
良
製
作
所
社
長

が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
榛
葉

前
会
長
は
役
員
に
残
り
、
副
会
長

に
は
高
野
太
作
産
栄
工
業
社
長
、

理
事
に
高
田
直
由
樹
中
遠
熱
処
理

技
研
社
長
、
理
事
兼
監
事
は
、
伊

藤
友
和
サ
ン
エ
イ
社
長
と
小
林
永

典
コ
プ
レ
ッ
ク
社
長
が
就
任
し

た
。

　
新
興
国
の
台
頭
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

の
登
場
、
大
手
企
業
の

海
外
生
産
加
速
な
ど
で
、
掛
川
産

業
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
逆
風
が
吹

き
続
け
る
中
で
は
あ
る
が
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
会
員
は
、
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
、
各
企
業
が
さ
ら

に
元
気
に
発
展
し
よ
う
と
奮
闘
中

だ
。

「
石
川
県
鉄
工
機
電
協

会
青
年
部
会
」
と
も
交

流
。
昨
年
は
青
年
部
会

ブ
ー
ス
に
掛
川
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
置

相良貴史氏（相良製作所社長）

形
に
残
る
モ
ノ
づ
く
り
目
標

会長インタビュー

　
―
４
月
に
榛
葉
貴
博
前
会
長

榛
葉
鉄
工
所
社
長

か
ら
会

長
職
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、

２
代
目
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
「
榛
葉
前
会
長
が
初
代
会
長

と
し
て
、
活
動
の
基
本
方
針
策

定
や
関
係
者
の
方
々
へ
の
あ
い

さ
つ
を
終
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
関
係
者
の
方
々
に
は

掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

や
る

気
の
あ
る
若
手
経
営
者
の
集
団

だ

と
伝
わ
り
ま
し
た
。
私
も

設
立
時
か
ら
副
会
長
と
し
て
榛

葉
前
会
長
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
形
で
会
長
を

継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

　
―
掛
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
若

手
経
営
者
が
中
心
で
す
ね
。

　
「
当
ク
ラ
ブ
は
２
０
１
０
年

月
に
設
立
し
ま
し
た
。
静
岡

県
掛
川
市
と
そ
の
近
隣
市
町
の

社
の
若
手
経
営
者
や
後
継
者

で
構
成
し
て
い
ま
す
。
設
立
時

の
平
均
年
齢
は

歳
を
切
る
若

さ
で
し
た
。
会
員
を
募
集
す
る

時
に
は
、
金
属
加
工
関
係
な
ど

の
工
業
系
に
絞
り
、
地
元
で
特

に
や
る
気
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
を

意
識
し
て
集
め
ま
し
た
。
参
加

条
件
は
今
も
、

歳
未
満
の
経

営
者
と
し
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
が

歳
に
な
る
ま
で
に
若
手

を
入
れ
て
活
動
を
引
き
継
い
で

も
ら
い
、
わ
れ
わ
れ
が
卒
業
す

る
の
が
目
標
で
す
」

　
―
参
加
者
の
業
種
を
工
業
系

に
絞
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

　
「
集
ま
っ
た

歳
前
後
の
経

営
者
は
、
地
元
の
商
工
会
の
青

年
部
な
ど
で
異
業
種
交
流
の
経

験
は
十
分
し
て
い
ま
す
。
皆
が

そ
ろ
そ
ろ
青
年
部
を
卒
業
す
る

年
齢
に
な
り
、
実
業
に
生
か
す

上
で
本
当
に
役
立
つ
人
脈
や
情

報
交
換
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
交
流
の
場
に
産

業
人
ク
ラ
ブ
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
話
に
な
り
、
今
に
至

っ
て
い
ま
す
」

　
―
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
「
せ
っ
か
く
製
造
業
で
集
ま

っ
た
の
だ
か
ら
、
何
か
皆
で
取

り
組
め
る
モ
ノ
づ
く
り
を
し

て
、
販
売
ま
で
で
き
れ
ば
最
高

だ
な
と
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
設
立
当
初
か
ら
皆
が
言
っ

て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
少
し

ず
つ
前
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」

　
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

二
つ
作
り
、
全
日
本
製
造
業
コ

マ
大
戦
の
コ
マ
作
り
と
、
小
型

発
電
装
置
の
研
究
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
し
か
し
全
員
が
同
じ

テ
ー
マ
で
何
か
に
取
り
組
ん

で
、
事
業
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で

実
現
す
る
の
は
大
変
難
し
い
で

す
。
ま
ず
は
簡
単
な
こ
と
で
も

良
い
の
で
、
形
に
残
る
も
の
を

一
緒
に
や
り
た
い
で
す
」

　
―
売
り
上
げ
に
貢
献
し
な
く

て
も
形
に
残
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
成
果
が
あ
れ
ば
、
社
員
の

士
気
向
上
に
つ
な
が
り
そ
う
で

す
ね
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
社

員
の
や
る
気
や
眠
っ
て
い
る
可

能
性
を
引
き
出
す
の
に
、
と
て

も
良
い
取
り
組
み
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
単
な

る
部
品
加
工
で
は
得
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
今

後
、
会
員
と
話
を
し
な
が
ら
、

内
容
を
決
め
て
実
の
あ
る
活
動

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 　　


